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【一斉対面数学授業】 【ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型数学授業】

教室では，

基礎を中心とした

授業が主

自宅では，

宿題による復習が

主（発展が中心）

自宅では，

宿題による予習が

主

教室では，

標準・発展を中心

とした授業が主

動画教材の活用

オンライン活用の試み（2020年4月～）

内容の精緻・焦点化



ハイブリッド型数学授業（葛城・黒田 2021；改編）

授業の枠組み

注） 上記は，「葛城元・黒田恭史，ハイブリッド型数学授業がもたらす学習効果と学力格差－高校生の学力層に着目した分析を通して－，数学教育学会夏季研究会（関西エ

リア）発表予稿集，pp.9-12，2021」の図１を大幅に修正したものである。

学習内容共有

授業内・外の
両方の学習内容
を共有

①

オンライン学習

動画教材など
による教科書の
予習と復習

②

ねらい：自立的な学びの促進と学習者個々に応じた学びの実現

オンライン質問

本授業に関する
質問などへの
個別対応

③

対面授業

②の理解度テス
トと復習，および
講義・演習

④

構 成：従来④で扱っていた内容①～③を授業外に分散

図 ハイブリッド型数学授業の流れ



方法 ： ハイブリッド型数学授業

時期 ： 2021年４月～2022年２月現在

授業実践の概要

授業内容：計６９時間 （動画教材１０３本）

※指：指導時間，動：動画教材

対象 ： 本校 １年生３５名



確認テストの全体結果（３５名）

時 期 ： 2021年４月～2021年12月

得点平均 ：１１７点（７１％）

ねらい ： ｵﾝﾗｲﾝ学習の内容理解度を測る

標準偏差 ： ２３点

オンライン学習

全 体 結 果 （１６４点満点）

方 法 ： 対面授業時に確認テストを実施（計３８回）

最 高 点 ：１５４点（９３％）

最 低 点 ： ５２点（３２％）



数学学習の意識調査結果（1）

時期：2021年７月と12月の計２回

対象：授業実践の３４名（１名は欠席のため除く）

① 毎回予習を

していた

③ 動画の説明

分かりやすい

② 予習への

抵抗感あり

グラフ内は（％）



④ 動画教材の

難易度

⑥ 対面授業の

難易度

⑤ 確認テストの

難易度

グラフ内は（％）

数学学習の意識調査結果（2）

時期：2021年７月と12月の計２回

対象：授業実践の３４名（１名は欠席のため除く）


